
第３７期新潟市社会教育委員 活動テーマ（素案）

これからの社会教育施設の在り方について考える

＜テーマ設定の背景＞
【国】
・第４期教育振興基本計画では、
「社会教育施設の機能強化に向けて、社会的包摂の実現
や地域コミュニティづくり、地域課題の解決等において
社会教育施設が果たすべき役割を明確化することなど」
が求められている。

【新潟市】
・第１回社会教育委員会議において「こどもの居場所」や
「家庭教育」について、現場の実情を踏まえた課題意識
が示された。

⇒時代や社会の変化に伴って社会教育に求められる役割が
広がるなか、その実践の場である社会教育施設も、機能
や地域との関わり方、体制を見直す必要があり、今まさ
にその在り方が問われている。

＜活動内容案＞
・社会教育施設について委員同士の意見交換
・公民館・図書館の幅広い職員を対象としたワークショップ
・他自治体の事例調査

⇒各委員の関心のあるテーマや、職員を対象としたワーク
ショップで得られた現場の課題、改善のヒントを基に、
他自治体の事例も参考にしながら、社会教育施設におけ
る事業や取組について具体的な提案を行う。

新潟市における社会教育施設の動き（例）
・一部公民館で地域団体への指定管理を協議中。
・これまで区ごとに設置されていた公民館運営審議会を、令和７年４月から１つに統合した。


